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１．緒言 
2012年度の4月から中学校のダンスが男女とも

必修化された。その結果，ダンス指導に苦手意識

を持った教員は多い．同時に生徒側にも「踊る」

ことに対しての抵抗と不安が募っている．何とか

羞恥心を解消するための指導方法はないだろうか

という疑問に悩まされた．しかし，ダンスとは身

体を使い，自己表現をするものである．自己表現

とは身振り手振りで動かしたり，表情を変えたり

などと、情報を相手に伝えるための手段として用

いている． 

そこで本研究では，先行研究をもとにしながら

ダンス指導においてのノンバーバルコミュニケー

ションの効果，重要性について調査していく．問

題点として，教師と生徒間のメッセージのやり取

りに注目する．指導者の「見た目」から発信され

る非言語情報の影響力を見出す．題材となるのは，

現代的なリズムのダンスからソーラン節である．

ノンバーバルコミュニケーションが今後のダンス

指導方法に欠かせない要素の一つだと結論付けた

い． 

２． 研究方法 

調査対象は本学の学生 13人．ダンス経験の無い

者を選出した．この 13人にはソーラン節を踊って

もらう．まず，全体のうち 8人をノンバーバルの

み，バーバル（言葉のみ）の指導のグループに分

ける．ノンバーバルの指導に関してはそれぞれの

指導効果，指導に足りない要素を見出す．バーバ

ルも同様に行う．足りなかったものと，得ること

のできた効果をはっきりさせる．残りの 5 人に 2

つの指導から導き出された効果を用いて実証し，

ノンバーバルコミュニケーションの重要性を証明

する． 

３．結果と考察 

実験の結果及びその考察から，ノンバーバルの

みとバーバルのみの指導において，どちらが欠け

ても「伝わりきらない」「足りない」部分は存在す

る．ノンバーバルの表現しようとする時に生じる， 

スローペースな動きが一つ．ノンバーバルの指導

では動きにキレは無いものの，被験者一人一人が

思い思いの表現を重視していたためスローペース

の動きになった．この指導では観ている人に何を

しているのか，伝えることを重視している．沖揚

げの情景イメージと「沖揚げ音頭」の理解が功を

奏した． 

もう一つはバーバルではっきりと伝わるキレの

ある動きである．バーバルの指導では，見本やジ

ェスチャーなしの指導により振り付けから振り付

けに移り変わるときの繋ぎ目が無い．次の絵から

次の絵へと移り変わる紙芝居のような作品となっ

た． 

以上の 2つに注力しながら第 3グループにソー

ラン節をレクチャーしたところ，通常よりも「伝

える」ことに長けた作品に仕上がった．ノンバー

バルの指導特有のスローな動きが目立っていた． 

４．まとめ 

3 つのグループの実験結果，考察から，指導者

の「見た目」への注目を強制する状態作り，振り

付けの動きをジェスチャー化することにより，「羞

恥心の軽減」，「ダンスに対してのやる気のベクト

ルを傾けられる」という相乗効果が発見できた． 

この研究を通して、現代のコミュニケーション

の媒体として言葉は必要不可欠ではあるが，相手

の態度や意欲，雰囲気という非言語情報を感じる

からこそ情報をスムーズに処理し，発信しやすく

なると明らかになった． 
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